



















































時期 生産 時期 生産
1951-1955 38 1901-1905 78
1956-1960 75 1906-1910 113
1961-1965 168 1911-1915 144
1966-1970 352 1916-1920 212
1971-1975 524 1921-1925 187
1976-1980 535 1926-1930 246
- - 1931-1935 125
- - 1936-1940 237
- - 1941-1945 387
出所 ： 日本鉄鋼連盟、 『鉄鋼統計要覧』。
2　　日米企業システムの比較史序説（2）
重要な関連を結ぶようになった 1。表 2 で分か
るように、20 年代に自動車向けは圧延製品需
要の中での構成比を高め、例えば、23 年の
12.6% から 29 年に 16% まで上昇した。生産量
においても、自動車向け鉄鋼は、同期間に、
390 万トンから 735 万トンに倍増した 2。大恐
慌からの鉄鋼業の回復期にも自動車用需要増加
が大きく貢献し、その後 38 年まで、自動車向


















中で、アメリカの 1900 年代と日本の 50 年代後
半が最も近く、また、その後には、アメリカの






















1923 100.0 12.6 25.3 14.8 3.6 3.1 10.5 6.1
1924 100.0 10.6 25.6 17.1 4.3 3.6 9.2 6.4
1925 100.0 14.6 23.4 16.6 4.3 4.0 8.5 5.3
1926 100.0 15.5 21.6 17.7 3.8 3.2 9.2 6.8
1927 100.0 14.9 20.0 21.1 4.3 3.2 7.9 6.5
1928 100.0 18.5 16.2 18.7 4.3 4.3 6.9 6.5
1929 100.0 16.0 17.7 18.8 4.2 4.4 8.2 5.4
1930 100.0 14.9 15.9 22.3 5.7 4.1 9.2 4.8
1931 100.0 16.4 14.1 21.4 7.4 3.7 7.5 4.4
1932 100.0 17.8 10.0 23.0 9.9 3.8 5.4 3.8
1933 100.0 21.1 7.9 15.8 10.5 4.2 5.5 4.0
1934 100.0 21.6 12.0 16.7 8.2 3.9 6.1 5.7
1935 100.0 25.1 7.4 16.1 8.5 4.1 5.5 4.4
1936 100.0 19.9 10.8 17.1 7.3 4.4 6.6 4.1
1937 100.0 19.0 11.4 14.7 7.8 4.3 6.9 7.4
1938 100.0 17.2 6.1 18.7 9.1 3.5 7.4 7.4











1960 7.6 8.0 8.0 6.4 2.4 4.8 21.6 25.2 17.7 3.6 100
1963 8.0 7.8 7.8 5.2 2.7 3.6 18.3 28.6 12.2 5.8 100
1964 9.2 8.3 8.0 5.0 3.0 3.1 17.2 27.6 12.3 6.3 100
1965 11.0 9.0 7.9 3.8 2.0 3.4 21.4 26.3 12.6 2.6 100
1966 11.4 9.3 7.8 4.0 2.1 3.5 20.7 26.1 12.1 3.0 100
1967 10.3 9.1 8.8 4.8 2.9 3.2 19.7 28.4 10.8 2.8 100
1968 9.5 10.3 8.0 4.8 2.0 2.7 18.8 31.3 9.8 2.8 100
1969 9.5 10.1 7.9 4.8 2.1 2.8 18.1 32.6 9.7 2.4 100
1970 9.6 9.9 8.8 4.6 2.3 2.8 17.4 33.0 10.7 1.4 100
1971 10.0 10.6 8.1 4.5 2.7 2.9 18.4 31.6 9.4 1.8 100
1972 9.7 10.5 7.3 4.2 2.6 2.9 18.3 33.6 9.1 1.8 100
1973 10.3 10.5 8.0 4.7 2.2 2.8 16.8 34.3 8.8 1.7 100
出所 : 流通システム開発センター （1975）、 8 （業界試算による）。
表 4　米戦前期と日本高度成長期の乗用車販売台数
（単位 ： 台）
年 米乗用車販売 年 日本乗用車販売
1911 199,000 1960 145,227
1913 462,000 1961 173,307
1915 896,000 1962 259,269
1917 1,746,000 1963 371,076
1919 1,658,000 1964 493,536
1921 1,518,000 1965 586,287
1923 3,624,717 1966 740,259
1925 3,735,171 1967 1,131,337
1927 2,936,533 1968 1,569,312
1929 4,587,400 1969 2,036,677
1931 1,973,090 1970 2,379,137
1933 1,573,512 1971 2,402,757
1935 3,252,244 1972 2,627,087
1937 3,915,889 1973 2,953,026









的な需要増加がみられた点で、1955 年～ 70 年
の日本と、00 年代後半～ 20 年代前半のアメリ




また、27 年の米乗用車販売台数は日本の 73 年
のそれに近い。自動車生産が 100 万台に達した


























































































紐付取引の割合が 7 割に達していたが 11、その
紐付取引のほとんどは相対取引であった ｡





































日産 川鉄 60％，富士 20％
東洋工業 川鉄 31％，富士 26％
三菱 ―
いすゞ 富士，日本鋼管，八幡
プリンス 富士 55％，八幡 10％，日本鋼管 10％，住金 10％
日野 日本鋼管 35％，住金 15％，富士，八幡















































































































つまり , 少なくとも 2 社以上の鉄鋼メーカー
から鋼材を調達して、鉄鋼メーカー間の競争を
活用していた 26｡



























































































実際に、70 年代初頭に , 鋼材購入を担当し




























トヨタ 日産 東洋工業 三菱自動車 いすゞ自動車
新日本製鉄 41.4 27.5 48.5 33.7 56.1 
日本鋼管 41.5 28.7 9.5 13.4 14.4 
住友金属 10.6 11.9 21.8 8.1 0.0 
川崎製鉄 0.0 26.2 21.2 41.5 29.4 
神戸製鋼所 6.6 5.8 2.6 3.2 0.0 
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
資料 ： 岡本 （1984）、 141。
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間に鉄鋼需要が 10 倍以上に増え、10 年代の 10





表 8 によれば、自動車用鋼材需要は、20 年の














まず、表 8 から、アメリカで、1900 年代か
ら 10 年代にかけて自動車向け鉄鋼需要が如何
に速く伸びたかが分かる。1900 年代後半 5 年
表 8　自動車用鉄鋼消費の推移、1905-1919 年
（単位 ： トン）
年度 鋼材 合金鉄 他の圧延製品 合計
1905 7,000  -  - 7,000 
1906 9,520  -  - 9,520 
1907 12,320  -  - 12,320 
1908 18,200  -  - 18,200 
1909 35,560 7,152  - 35,560 
1910 52,360 10,472 15,568 78,400 
1911 61,040 11,760 39,200 112,000 
1912 105,840 21,168 69,392 190,400 
1913 135,800 27,160 89,040 252,000 
1914 142,532 31,866 122,402 296,800 
1915 249,932 49,985 153,683 453,600 
1916 443,412 88,680 274,307 806,400 
1917 523,305 104,660 329,635 957,600 
1918 323,018 64,602 205,980 593,600 
1919 552,724 110,544 345,852 1,009,120
出所 ： Hogan （1971） vol.2、 681 （原資料は U.S. Steel Corporation、 Commercial Research Divisions）。
表 9　アメリカにおける自動車用鋼材需要と自動車販売







資料 : Warren （2002）、 171 ； 平田 （1967）、 42。
10　　日米企業システムの比較史序説（2）
デルであるが、20 年に有蓋車の比率は全体の
10％を超え、その後、同比率は 26 年に 72％、


































































表 10 1920 年代のアメリカにおけるストリップ・ミルの導入状況 
会社名 サイズ(インチ) 年産能力(千トン) 操業年 
American Rolling Mill 58 432 1924 
American Rolling Mill 48 313 1926 
Republic Steel 36 302 1927 
Weirton Steel 54 420 1927 
USS 42 400 1927 
資料 ： トヨタ自動車工業 『有価証券報告書』 ； 日産自動車 『有価証券報告書』。
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当初、全鋼材車体の導入に消極的であったが、































































会社名 サイズ（インチ） 年産能力（千トン） 操業年
American Rolling Mill 58 432 1924
American Rolling Mill 48 313 1926
Republic Steel 36 302 1927
Weirton Steel 54 420 1927
USS 42 400 1927
American Rolling Mill 80 372 1928
Wheeling Steel 60 540 1929



































































































八幡だけでなく、58 年 4 月に川崎製鉄も自動
車用鋼材市場に本格参入することによって 62、
これら 3 社間に設備投資競争が繰り広げられ、
稼働ホットストリップ ･ミルは、57 年末 4基・
能力 240 万トンから 62 年末 13 基・能力 2,580
万トンと驚異的に拡充された 63。




59 年、日本鋼管は、水江製鉄所で年産 150 万
トンのホットストリップ ･ミルを稼働し、また














ことであった 64。こうして、住金は 60 年に、
和歌山工場で年産能力 150 万トン、62 年には
年産能力 240 万トンのホットストリップ ･ミル

























マーチャントストリップ ブリキ板 薄板 厚板
1920 年 53 44 32 44
22 年 57 44 28 46
24 年 34 44 21 49
26 年 43 47 21 48
28 年 32 43 18 42
32 年 16 36 12 28














高まった。60 年代を通してこれら 6 社が鎬を
削るようになった 69。
また、自動車用の比重が高かった熱延広幅帯




場シェアは、1920 年の 53% と 32% から、32 年
には 16% と 12% に劇的に低下した。さらに、34
年の自動車向け鉄鋼市場で、US スティールの
















企業名 1955 年 1960 年 1965 年
八幡製鉄 44.4 25.1 17.7
富士製鉄 33.6 16.1 14.4
日本鋼管 0.0 4.1 9.5
川崎製鉄 2.3 16.3 16.0
住友金属 0.0 0.0 5.3
神戸製鋼 0.0 0.0 6.5
（6 社計） 80.1 61.6 69.4
（出所） 飯田、 大橋、 黒岩編 （1969）、 583 ； 金 （2011b）、 262。
表 13　熱延広幅帯鋼の企業別シェア
（単位：％）
　 56 年 57 年 58 年 59 年 60 年 61 年 62 年 63 年 64 年 65 年
八幡製鉄 69.7 67.2 57.5 55.1 47.6 42.9 38.8 35.0 31.8 28.2 
富士製鉄 24.2 26.7 34.6 28.6 29.1 27.8 27.5 28.0 24.0 25.7 
日本鋼管 0.0 0.0 0.0 0.5 5.6 10.9 13.8 12.2 13.4 13.1 
川崎製鉄 0.0 0.0 0.0 15.1 16.8 17.4 16.7 14.8 18.7 18.1 
住友金属 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 7.4 9.6 9.7 
日新製鋼 6.1 6.1 7.2 0.7 0.9 1.0 1.3 2.6 2.5 5.2 
（合計） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
注 ： 富士製鉄のシェアには東海製鉄の生産が含まれる。















































材のコストは 23 年より 46% 下落した 73。反面、
同製品のトン当り価格は 23 年の 135 ドルから
39 年に 59 ドルに下落し、16 年間に約 56% も下
落し上 74、図 2 で、29 年の自動車用鋼材価格
が 30 年代末より高かったことから推測すると、
23 年と比較した 29 年の同製品価格の下落率は

















































図 2 US スティールの自動車用鋼材価格,1923-1938 
                        (単位：セント／ポンド) 
 














































































資料 ： United Steel Corporation （1939a）。






図 2 US スティールの自動車用鋼材価格,1923-1938 
                        (単位：セント／ポンド) 
 




















































































































































































































































































も、62 年から 65 年上期までの 3 年半、また、






































































































位 3 社集中度をみれば、1960 年代と 70 年代前
半の日本では 60％台前半であったのに対して、



































上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上












































































上位 3社 上位 7 社 上位 3社 上位 7社
1929 71.8 84.1 1960 63.2 82.9
1931 81.2 89.3 1962 61.6 90.0
1933 87.5 94.2 1964 59.7 89.8
1935 90.0 97.3 1965 63.4 94.1
1937 88.6 97.8 1967 61.8 93.4
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減少の主な理由は自動車の生産減少であった。例
えば、1930 年～ 32 年に、自動車用鉄鋼の需要は









かったとみられる。なお、23 年から 28 年にかけ















































23）自動車メーカー B 社の OB へのヒアリング（2005 
年 6 月 27 日）；自動車メーカー B 社の購買担当
OB へのヒアリング（2008 年 7 月 10 日）；日本鉄鋼
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リ ー・ ジ ョ ー ゲ ン セ ン（Earle M. Jorgensen 
Company）、セントラル・アンド・ワイヤー（Central 
Steel & Wire Company）が代表各であり、鉄鋼メー
カー系では、インランド・スティール系、USスティー
ル系、ナショナル・スティール系が代表的である。
これら鉄鋼系の社名は Joseph T. Ryerson & Son、
　United Steel Supply Division、National 








の事業部は 20 都市にあり、その傘下の 112 工場が
54 都市に分散され、各事業部、工場が独立的に調





Purchasing Committee を 設 け た（「Concept of 
coordination」、Alfred Chandler Papers, Box 
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